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犯罪現場に迫留された､血痕､組織片等からその種属および個人を識別することは､犯人を
絞り込む際の捜査情報､あるいは､犯罪を立証する科学的証拠となることから､犯罪鑑識におい
て極めて重要である｡RAPD(RandomAmplifiedPolymorphicDNA)-PCR法による種属鑑別
法について､ヒト､サル､イヌ､ネコ､ウシ､ブタ､ニワトリの 7種の動物で検討を行ったと
ころ､RAPD解析用プライマー (RAPDAnalysisPrimerSet:フアルマシア社製)を用いたPCR
増幅産物を電気泳動し､バンドパターンを比較することで上記7種の動物が識別可能であった｡
今回､上記手法により得られるヒトのバンドパターンの特異性を検証するため､5種の霊長
柳 (チンパンジー､シロテテナガザル､ニホンザル､カニクイザル､アカゲザル各 2個体)杏
上記手法により解析し､ヒトのバンドパターンと比較した｡
その結果､ヒトと 5校の笠長期のバンドパターンには明瞭な差昇が認められ､ヒトのバン
ドパターンの特界性が証明された｡
なお､5柾の霊長類のバンドパターンには､醗似しているもの (カニクイザルとアカゲザル
等)が認められ､それぞれの種を明確に識別することはできなかった｡
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